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ライフエンジニアリング部門シンポジウム 2013

（LE2013）は，2013年 9月 12日～14日にかけて，慶應義
塾大学日吉キャンパスで開催された．LE部門として最初
の部門シンポジウムであったが，2013年 1月から生体・生
理工学部会が LE部門に異動したことに伴い，従前の生体・
生理工学シンポジウムを発展させる形での開催となった．
表 1に LE2013の特別企画をまとめた．臼井支朗先生と

南谷晴之先生には，最新の研究成果に加えて，生体・生理
工学部会設立当初のエピソードを交えた特別講演をお願い
した．LE部門の今後の方向性に示唆を与える意義深い講
演であった．LE部門では他部門との連携を強化すること
を目指しており，LE2013では木村英紀先生に制御・シス
テム科学の観点から見た生命現象について，教育講演をお
願いした．敗血症に関する未発表の研究についてもご紹介
いただくなど，大変興味深い講演であった．また，木村先
生の教育講演に引き続いて，主に制御部門で活動されてい
る先生方に「ライフエンジニアリングにおける制御」とい
うセッションをオーガナイズしていただいた．
LE2013での発表論文を中心とした論文集特集号（和文・

英文）を発行予定なので，特集号への投稿を奨励する意味
も込めて，大学院生，若手研究者向けの論文の書き方講座
を企画した．他学会も含めた論文誌のEditorを歴任してこ
られた木村裕一先生と藤田欣也先生に表 1の題目で講演し
ていただいた．質疑応答も活発であり，好評であった．
生体・生理工学部会では，毎年，シンポジウムでの優秀

表 1 特別企画

表 2 研究奨励賞・学生奨励賞選考結果

な若手研究者による発表に対して，研究奨励賞を授与して
きた．これに加えて，学生のみを対象とした学生奨励賞が
新設された．研究奨励賞は，研究業績も含めた応募者の研
究が評価の対象であり，学生奨励賞はシンポジウムでの発
表も含めて評価した．応募論文の中には優れたものが多数
あったが，選考委員会での厳正な審査の結果，2013年の受
賞者を表 2のように決定した．
上記の特別企画に加えて，10のオーガナイズド・セッショ

ン（表 3），13の一般セッションにおいて，109件の講演が
あった．招待 7名を含め 171名（一般 118名，学生 53名）
の参加者があり，講演・活発な討論によって，良い学術交
流の場となった．この場をかりて，企画運営に携わった委
員の先生方，関係者，参加者各位にお礼申し上げる．
LE2014 は 2014 年 9月 17日～19日にかけて金沢大学

鶴間キャンパスで開催される．多くの皆様の参加をお願い
したい．

表 3 オーガナイズド・セッション

（2014 年 2 月 26 日受付）
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